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論 文 内 容 の 要 旨
〈第1章 〉
外国語学習 において、誤 りは、学習者が よりよい規則 を習 お うとす ればやむをえ ない もので
ある。 なぜ な ら、誤 りを犯す ことは学習者 の用い る学習手段 の1つ で ある とみなす ことがで き
るか らで ある。す なわち、学習者が 目標言語 の特性 につ いて 自己の仮説 を試す際 に用 いる方法
の1っ である。 しか し、誤 りが 円滑 なコ ミュニケーシ ョンを阻害す る ことは確かで ある。 さ ら
に、同 じ誤 りで もコ ミュニケーシ ョンの相手(受 け手)に よ って は、理解 を阻害 し、不快感 を
与 え た り、不 自然 な もの として受 け取 られた り し、 コ ミュニケー ションを妨 げる度合 いに差が
出て くる。 それは誤 りの特性、す なわち誤 りの種類(語 彙 ・文法上 の誤 り)や 原因(母 語干渉
による誤 りと母語干渉以外 の誤 り)と も関係があ ると考 え られる。 そ して、学習者 の母国 の文
化 に関 わる伝達 内容 な どに も違 って くるであ ろう。
一方、外国語(日 本語)教 師 は学習者 の発話意 欲をそがないよ うに誤 りを訂 正す る必要が あ
る。誤 りが起 こればその重要度 を判定 し、 重要度 に応 じた対応 が要求 される。教師が誤 りの重
要度 を決定す るときには、 まず学習 目標 を考えな ければな らない。 もし学習 目標が絶対的 な言
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語 的 正 確 さの達 成 に あ る の な らば、誤 りはす べ て重 要 とな り、 同 一 尺 度 で 評 価 す べ きで あ る と
言 え る。 しか し、 も し学 習 目標 が コ ミュニ カ テ ィ ブな成 功(success)に あ る の な らば 、 我 々
は違 った評 価 の尺 度 を用 意 しな けれ ば な らな い。 っ ま り学 習 目標 が 違 え ば、評 価 の 尺 度 も変 え
な け れ ば な らな い とい う ことで あ る。 本 研 究 で は、 コ ミュ ニ カ テ ィブ な成 功 が 外 国 語教 授 の主
要 な 目標 の1つ で あ る との前 提 に立 ち、 この学 習 目標 に合 致 した客 観 的 な 誤 りの 評 価 基 準 が必
要 で あ る とす る。 そ れ は、 言 語 学 者 あ る い は外 国 語 教 師 で は な く、 メ ッ セ ー ジ の 受 け手 の 側
(目 標 言 語 母 語 話 者)の 、 言 語 的直 観 に よ る判 定 を もとに した基 準 で あ る。 しか し、 これ ま で
有 効 な基 準 は まだ 設 け られ て こな か った。 特 に、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン上 の効 率(effect)す な
わ ち 文 章 内 の誤 りに対 す る理 解 度、 不 快 度 、 自然 度 な ど を考 慮 に入 れ た誤 りの 重 要 度(error
gravity)を 調 べ る試 み は、 日本語 教 育 にお い て本 格 的 に な され て い る と は言 い難 い。 これ ま
で の 研 究 で は主 に送 り手 の表 現上 の誤 りの み を研 究 の対 象 と して お り、 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン上
の 受 け手 に よ る分 析 とい う視 点 が 欠 けて い る。 また 、 誤 りの 評 価(errorevaluation)に つ い
て も、 評 価者 の 日本 語 母語 話 者 は少 人 数 の大 学 生 と日本 語 教 師 に限定 され て お り、 日本 語 母 語
話 者 の 多様 な要 因 や学 習者 の母 国 の文 化 の理 解 度 が 評 価 に どの よ うな影 響 を及 ぼ す か とい う点
は考 慮 され て い な い。
コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン重 視 の授 業 で、 そ の 目 的 に合 った 誤 りの訂 正 を行 うた め に は、 従 来 の よ
うな学 習 者 の誤 り 自体 の分 析(誤 りの種 類 、 原 因 、頻 度)の み で はな く、本研 究 の コ ミュニ ケー
シ ョン上 の効 率 か ら見 た誤 りに っ い て の重 要 度 、 す なわ ち誤 りの評 価 が役立 っ で あろ う。 ま た、
コー ス ・デ ザ イ ンや教 材 作 成 、矯 正 プ ロ グ ラム、 テ ス ト法 や教 授 法 の 開発 な どに応 用 す る こ と
が で き る。 そ して、 評 価 を も とに した誤 りの ラ ンク付 けの試 み は、 た とえ ば誤 りを訂 正 す る際
に ど れ を優 先 す るか を決 定 す るな ど、 誤 りの分 析 の 実 践 的応 用 の側 面 に資 す る こ とが大 きい と
考 え られ るた め、 従 来 の誤 りの分 析 と、 実 際 の言 語教 育 とを 直接 結 びつ け る の に も役 立 っ と思
わ れ る。
〈 第2章 〉
本 章 で は、 誤 りの評 価 に関 す る先 行 研 究 につ いて 、 誤 りの種 類(文 法 、 語 彙 の誤 り)、 評 価
の基 準(理 解 度 、 不 快 度 、 自然 度)、 評 価 者(学 習 者 の 目標 言語 話 者)の 要 因 に 関 す る もの を
中心 に概 観 した。 また、 日本 語 教 育 に お け る誤 りの分 析 と誤 りの評 価 の関係 に っ いて も述 べ た。
〈 第3章 〉
本 章 で は、 本 研 究 で 用 い られ る評 価 の材 料 で あ る、 韓 国人 日本 語 学 習 者 の翻 訳 上 の誤 りの領
域 、 原 因、 頻 度 な どを学 習 レベ ル別 に考 察 した。 日本 語学 習者 の誤 りの領 域 は、 大 き く 「1.
語 彙 論 的 な誤 り」 「2.形 態 論 的 な誤 り」 「3.シ ンタ ク ス ・意 味論 的 な誤 り」 の3っ に分 け ら
れ る。 原 因別 で は、 母語 の干 渉 を基 準 に 「1.韓 国 語 の 干 渉 によ る誤 り」 「2.韓 国 語 の干 渉
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以外(日 本語 内の問題)の 誤 り」 の2つ に分 け られ る。前者 は学習者の母語(韓 国語)の 構 造
を反映 して、無意識 に直訳 ス トラテー ジを使用 した ものである。後者 は日本語 内部 の構造(類
語 など)そ の ものが困難 であ った り、 または既 に学 習 した 日本語 の規則 を未知の構 造 に適用 し
よ うとしたために生 じた ものである。
一方、 日本語学習者 の誤 りの頻度 は学習 レベルが低 いほど、す なわ ち2年 生、3年 生、4年
生 の順 に高 い。 したが って、学習 の時間が多 いほど、誤 りの頻度 は少な くな るといえ る。 しか
し、実際 に は2年 生 と3年 生、3年 生 と4年 生で それぞれの差 は小 さい ことがわか った。 これ
は韓国人 日本語教 師が、誤 りの分析 を通 じて学習(翻 訳)上 の問題点 を十分 に把握 し指導 して
いるとは言 えないためであろ う。 そ して、誤 りの原因別 では 日本語 内の問題 による誤 りよ り韓
国語 の干渉 によ る誤 りが、領域別 では語彙論的 な誤 りよりシンタクス ・意味論的 な誤 りが、す
べて の学習 レベルで ほぼ同様 に頻度 が高 い。
〈第4章 〉
本章 で は、評価者 としての 日本語母語話者の要因 による、 日本語学習者 の誤 り(3章)の 相
対 的な重要度 を求 め ることを 目的 とした本研究 の方法 にっいて述 べた。 日本語母語話者 は男女
691名 で、年齢(10代 、20代 …60歳 以上)及 び社会的要因(職 業 、学 歴 、学 習者 の母 語(韓:国
語)の 学 習歴、外 国人 との対話経験、外国人 の日本語の誤文 を読 んだ経験、話せ る外国語 の有
無、外 国 に住 んだ経験 な ど)も 多様 である。誤 りは韓国人 日本語学習者(日 本語専攻者274名)
が翻訳(韓 国語 を 日本語 に訳 す)す る際 に犯 した最 も頻度 の高 い もの(84個)で ある。
調査 の文章(84個 の誤 りが含 まれている)の 内容 は 「韓 国のキムチ」 につ いてで、2,501字76
文 とな って いる。調 査 は本研 究者 が依頼可能 な日本人 に対 し直接 あ るいは郵送 によ り依頼 した
(回 収率90.1%)。 誤 りの評価 は理解度、不快度、 自然度の3っ の観点 か ら、5段 階尺 度 で判定
し、 そ の誤 りの訂 正 もお 願 い した。 各 種 の統 計 的 な分 析 に はSAS(StatisticalAnalysis
System)を 使用 した。
〈第5章 〉
本章 で は、84個 の誤 りの全体 的な評価 につ いて考察 した。
(1)全 体 的な分析
日本語母 語話 者 は84問 全体 で尺度値 を ほとん ど4っ 以上用 いてお り、誤 りの重要度 に差 が あ
ることを示 して いる。 そ して、 日本語母語話者 は全84個 の誤 りそれぞれで 自然度、不快度、 理
解度 の順 で厳 しく評 価 して いる。 また、評価 の3っ の基準の間 にはそれぞれ高 い相関 が見 られ
た。す なわ ち理解 度が低 いほど不快度 は高 く、不快度が高 いほど自然度 は低 く、理解度 が低 い
ほど自然度 も低 いといえ る。
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(2)原 因 ・領域別 の分析
誤 りの原因別で は、 いずれの基準 にっいて も日本語内の問題 による誤 り も、韓 国語の干渉 に
よる誤 りの ほうが重大 だ と評 価 された。前者 は正 しい ものと誤 ったものが ほとん ど似 た表現 な
ので、学習者 の表現意 図があ る程度予測 で きたため、寛大 に評価 された。後者 は学 習者の母 語
(韓 国語)の 構造を反映 して、 日本語母語話者が ほとん ど使 わない表現 に直訳 した ものが多 く、
日本語母語話者 には表現意図を理解す るのが難 しか ったためで ある。 一方、誤 りの領域別で は、
理解度 においては形態 論的な誤 り及 び シンタクス ・意味論的 な誤 りより語彙 論的な誤 りが、不
快度 と自然度 において はシ ンタクス ・意 味論 的な誤 りよ り語彙論的な誤 りと形態論 的な誤 りの
ほ うが重視 され、厳 しく評価 されてい る。 したが って、いずれの基準 についても、 シンタクス ・
意 味論的 な誤 りよ りも、語彙論 的な誤 りの ほうが重大だ とされて いることにな る。
(3)日 本語母語話者 の要 因別 の分析
日本語母語話者 の要 因別 に見 た84個 の誤 り全体 にっ いて の評価で は、 「韓:国語 の学 習歴 がな
い」「外国人の 日本語 の誤文 を読ん だ経験がな い」 「韓国 に対す る関心 がない」評価者のほうが、
学 習者 の誤 りの理解 が困難 であ る。 また、男性 よ り女性、「学歴が高 い」「話 せる外国語がある」
「外 国 に住 んだ経験 が ある」評 価者の ほ うが、学習者 の誤 りに不快感を持 っ。 そ して、 男 性 よ
り女性、「学 歴が高 い」「韓 国語 の学習歴 がある」「外 国人 との対話経験が ある」「外 国人 との対
話 経験 が多 い」「外国人 の日本語 の誤文を読 んだ経験 がある」「外 国人 の 日本語 の誤文 を読 んだ
経験 が多 い」「話 せ る外国個が ある」「外国 に住ん だ経験が ある」 「韓 国の キ ムチ につ いて の知
識が あ る」「韓 国 に対す る関心が ある」「韓国 にっ いての知識があ る」評価者 の ほうが、学習者
の誤 りをよ り不 自然 だ と評定 している。年齢別 に見 ると、不快度 と自然度 において低 い年代 は
高 い年代 よ りよ り、職業別 では、不快度 と自然度 において、教育 と関 わ りの あるグループ(教
員、学生)は 、教育 と関わ りのない グループ(主 婦、家事従業者)よ り厳 しく評価 してい るこ
とが わか る。
そ して、 日本語母語話者 の要 因の中で、「韓 国語 の学習歴 の多少」 「方言 が話 せ るか ど うか」
「韓 国語 が話せ るか ど うか」 は、すべての基準 にっいての評定 に影響 を与 えて いな い こ とが わ
か った。
〈第6章 〉
本章 で は、 日本語母語話者 の要因 による、誤 りの原因別 の評価 を考察 した。
(1>性 別 ・年齢別 の分析
原 因1・2の どち らの誤 りにおいて も、男性 よ り女性 の ほうが、学習者 の誤 りに不快感 を持
ち、学習者 の誤 りが より不 自然 だ と評定 している。そ して、年齢 の差 は不快度 と自然度 につ い
ての評定 に影響 を与 え ることがわか った。
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(2)社 会 的要 因別 の分析
原因1・2の どち らの誤 りにおいて も、「韓 国語 の学習歴がない」 「外国人の 日本語 の誤文 を
読ん だ経験 がない」評価者 のほ うが、学習者 の誤 りの理解 が困難で ある。 また、「学歴 が高 い」
「外 国人 の 日本語 の誤文 を読 んだ経験 が多い(原 因2の み)」 「話 せ る外 国語 があ る」 「外国 に住
ん だ経験 があ る」評価者 のほ うが、学習者 の誤 りに不 快感 を持っ。「学歴 が高 い」 「韓国語 の学
習歴 があ る」「外国人 との対話経験があ る」 「外国人 との対話経験が多 い」 「外 国入 の 日本語 の
誤文 を読ん だ経験 があ る」「外国人 の 日本語 の誤文 を読んだ経験 が多 い」「話せ る外国語がある」
「外 国に住 んだ経験 があ る」評 価者 の ほうが、学習者 の誤 りを より不 自然 だ と評 定 して いる。
一方、職業 の種類 は、不快度 と自然度(原 因2の み)に ついての評定 に影響 を与え ることがわ
か った。
(3)韓 国文化 の理解度 による分析
原因1・2の どち らの誤 りにおいて も、韓国 に対 す る関心 がないほ うが、学 習者の誤 りの理
解 が困難 で ある。 そ して、「韓 国のキムチにつ いて の知識があ る」「韓国 に対 す る関心 が あ る」
「韓国 につ いての知識 がある」評価者 のほ うが、学 習者の誤 りをよ り不 自然 だ と評定 して い る
ことがわか った。
〈第7章 〉
本章 で は、 日本語母語話 者の要 因 によ る、誤 りの領域別 の評価 にっ いて考察 した。
(1)性 別 ・年齢別 の分析
領域1・2・3の いずれの誤 りにおいて も、男性 よ り女性 のほうが学習者 の誤 りに不快感 を
持 ち、不 自然 だ と評定 してい る。 そ して、年齢 の差 は領域1・3の 理解度 を除 くすべての基 準
につ いての評定 に影響 を与 え ることがわか った。
② 社会 的要 因の別 の分析
領域2の 誤 りにお いて 「学歴 が高 い」「外国人 との対話経験 がない」「外 国人 の 日本語 の誤 文
を読 んだ経験 が少 な い」 ほうが、領域2と3の 誤 りにおいて は 「外国人 の 日本語 の誤文 を読 ん
だ経験 がない」 ほうが、領域1と3の 誤 りにおいて は 「韓国語 の学 習歴 がない」 ほうが、学 習
者 の誤 りの理解 が困難 である。 また、3領 域 の誤 りにお いて 「学歴 が高 い」 「話 せ る外国 語 が
ある」「外 国 に住んだ経験が ある」、領域2に おいて は 「韓 国語 の学習歴 がある」 ほうが、学 習
者 の誤 りに不快感 を持 つ。 そ して、3領 域 の誤 りにお いて 「学歴 が高 い」 「韓 国語 の学 習 歴 が
ある」「外 国人 との対話経験が ある」 「外国人 との対話経験 が多い」 「外 国人 の 日本語 の誤 文 を
読ん だ経験 があ る」 「話せ る外国語があ る」 「外国 に住んだ経験 があ る」、 領 域1と3に お いて
は 「外国人 の 日本語 の誤文 を読 んだ経験 が多 い」評価者の ほ うが、学 習者 の誤 りを より不 自然
だ と評定 してい ることがわか る。
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(3)韓 国文化 の理解度 によ る分析
領域2・3の 誤 りにおいて 「韓国 に対 す る関心 がない」評価者の ほ うが、学 習者の誤 りの理
解 が困難で ある。領域1・3に つ いては 「韓国 のキムチにつ いての知 識が あ る」、 領 域1に つ
いて は 「韓国 に対す る関心が ある」、 すべての領域 について 「韓国 につ いて の知識 が あ る」 ほ
うが、学 習者 の誤 りをよ り不 自然だ と評定 している ことがわか る。
以上、 第5～7章 の考察 の結果か らみる と、 日本語母語話 者の要 因 は、誤 りの原 因 ・領域 に
関係 な く、3っ の基準 につ いての評定 に影響 を与 えるということが言 え る。 そ して、性別、年
齢 の差 は理 解度 の評定 に、韓:国文化の理解度 は不快度 にっいての評定 には影響 を与 えない こと
が わか った。
一方、 日本語母語 話者の要 因によ る評 価の差 が有意であ るものは、 自然度、不快度、理解度
の順 で多 く、 この順 で3つ の基準 につ いての評定 に影響 を与 え るといえる。 そ して、理解度 と
不快 度 につ いての評定 に影響 を与 え る日本語母語話者 の要因 は完全 に くい違 って いることが わ
か った。
〈第8章 〉
本章 で は、 日本語母語話者 が誤 りを評価 す る際の、誤 りの訂正 にっ いて考察 した。 誤 りを評
価す る際、 日本語母語話者 による文章 内の各誤 りの訂正 は同一で はな く、3つ 以上が多 い。 そ
れは、学 習者 の表現意図が理解で きない こともあ るが、 それ よ りも、文 章内の誤 りなので、文
脈上 いろ いろな表現 が可能 であるためで あろ う。 そ してそれ は言語表現 にお ける日本 語母語 話
者の言語使 用の現状 を表 している もので ある。
一方
、誤 りの原因別 にみ ると、 日本語 内 の問題 による誤 りの ほうが訂正の数が多い。これは、
正 しい もの と誤 った ものが ほとん ど似た表現な ので、 さまざ まな表現 を用 いたためであ る。誤
りの領域 において は、語彙論 的な誤 りの ほ うが訂 正の数 が多い。意味上 の誤 りのほ うが、文法
上 の シ ンタクス ・意味論 的な誤 りより、 さまざまな表現 を用い ることが可能 なためで あ る。
また、 日本語母 語話 者の持 つ要 因で は、「学歴」「韓 国語 の学習歴」「外国人 との対話 経験 」
な どによ って訂正 の種類別 の人数 に差 が見 られた。
そ して、誤 りの訂正 の種類 によ る重要度 は、理解度、不快度、 自然度 の基準 にお いてすべ て
異 な る。 また、訂正 の種類別 の人数 と誤 りの重要度 とは関係 がないこと もわか った。
〈第9章 〉
本章 で は、84個 の誤 りを49種 類 に分類 し、3っ の基準 において どのよ うに評 定 され るか、 ま
た日本語母 語話者 の性別 ・年齢別 に見 た誤 りの評価 にっ いて考察 した。
その結 果・84個 の誤 りはほ とん ど自然度・不快度・理解度ρ 順で・重視 され・ 厳 しく評価 さ
れ た。49種 類 に分類 し、 同種 の誤 りを分析 した結果、すべて の基準 にお いて、評 価の差が見 ら
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れ た。
また、性別 ・年齢別、誤 りの評価 につ いて考察 した結果、性 の差 は不快度、年齢 の差 はすべ
て の基準 についての評定 に影響 を与 える といえる。
具体的 には、性 の差 において男性 よ り女性 のほ うが、学 習社 の誤 りの理解が困難で、不快感
を持 ち、不 自然 だ と評定 してい ることがわかる。 そ して、年齢別 に最 も厳 しく評価 された誤 り
の数 は、10代 と60歳 以上 の理解度 と不快度 で、20代 で は不快度 と自然度で 多 いが、30～50代 は
すべて の基準 で少 な いことが わかる。
〈第10章 〉
本章で は、 日本語母語話者 の社会的要因別 に見た、誤 りの評価 にっ いて考察 した。その結果、
「学歴 の差」」韓 国語 の学習歴 があるか ど うか」「外国人 との対話経験 があ るか どうか」 「外国人
の 日本語 の誤文 を読 んだ経験 があるか ど うか」 は理解 度に、「職業 の種類」 「学 歴 の差」 「外 国
語が話せ るか ど うか」「外国 に住 んだ経験 があ るかど うか」 は不快 度 に、 「職業 の種 類」 「韓 国
語 の学習歴 があるか どうか」以外 のすべて の社会的要 因 は自然度 にっ いての評定 に影響 を与 え
る。 そ して、韓国語 の学習歴が あるか どうか」 「外国人 との対話経験 が あ るか ど うか お よび そ
の経験 の多少」「外 国人 の 日本語 の誤文 を読 んだ経験が あるか どうかおよ びその経験 の多少 」
は不快度 にっ いての評定 にほとん ど影響 を与 えない といえる。
具体 的 には、「学 歴が低 い」 「外国人 との対話経験 がない」「外 国人 の 日本語 の誤 文 を読 んだ
経験 がな い」評価者 のほ うが、学習者の誤 りの理解 が困難 である。 また、「学歴 が高 い」 「話せ
る外国語 が ある」「外国に住 んだ経験 がある」 ほ うが、学習者 の誤 りに不快感 を持 っ。 そ して、
「学歴が高 い」「外国人 との対話経験 があ る」「外国人 との対話経験 が多 い」 「「外 国人 の 日本 語
の誤文 を読 んだ経験が ある」「外国人 の日本語の誤文 を読 んだ経験 が多 い」「話 せ る外国語 が あ
る」 「外国 に住 んだ経験 がある」 ほ うが、学習者の誤 りを より不 自然 だ と評 定 しいて る こ とが
わか った。
〈第11章 〉
本章 で は、 韓国文化 の理解度 による、誤 りの評価 にっ いて考察 した。その結 果、韓 国 に対 す
る関心 があ るか ど うか は理 解度 に、韓 国のキムチにっ いての知識及 び、韓 国につ いての知 識の
有無 は、 自然 度 にっ いての評 定 に影響 を与 え る。 そ して、韓国のキ ムチ についての知識、韓 国
に対 す る関心 、特 に韓国 につ いての知識 の有無 は、不快度 につ いての評 定 には影響 を与 えな い
といえ る。
具体 的 には、韓国 に対す る関心がない ほうが、学習者 の誤 りの理解が困難 であ る。韓 国の キ
ムチにつ いての知識 と韓国 につ いての知 識があ るほうが、学習者の誤 りをより不 自然だ と評 定
して いることが わか った。
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〈第12章 〉
本章 で は、本研究 の成果 を要約 し、 その結果 の考察、及 び 日本語教育 への応用 について述 べ
た。 そ して、今後 の研究課題 につ いて は、誤 りの評 価 におけ る主要 な要素 である 日本語学習者
の誤 り、評価 の基準、評価者 を中心 に述べ た。
本研究 の結 果 は、外 国語 として 日本語 を教 えて いる教 師に とって重要 な教授上 の示唆 を含 ん
で い る。 それは次 の とお りである。第1に 、 日本語母誤話者 の各要因及 び誤 りの原因 ・領域別
において、韓 国人 日本語学習者 の誤 りが 自然度の基準 で最 も厳 しく評価 されていることである。
っ ま り、理解 はで き、 やや不快感 を持っが、 自然な 日本語 と しては認 めがたいとい うことで あ
る。第2に 、 いずれ の基準 において も文法上 の誤 りよ り意味上 の誤 りのほ うが、学習者の母語
(韓 国語)の 干渉 によせない誤 りよ り母語 の干渉 による誤 りの ほうが厳 しく評 価 され て い る こ
とがわか った。 この ことか ら、意味的な面(語 彙 の誤 り)と 、韓国語 の干渉 による誤 りを優先
的 に指導(訂 正)す ることが必要 であ ると言 え る。第3に 、 日本語母語話者 間で も誤 りの訂正
は同一 で はな いが、 これ は日本語母語話者 の(特 に、学習 の程度、学習者の母語(韓 国語)の
学 習歴 と外国人 との対話 経験の有無 な どの要 因による)言 語使用 の現状を表 して いる。 日本語
教 師(特 に、韓 国人 日本語教 師)は 問題 であ る誤 りに関す る母 語話者 の言語使 用の現状 を認 識
す ることが必要 であ ろう。 第4に 、 日本語母語話者(読 み手)の 多様 な要 因に よって、 すべて
(特 に不快度 と自然度)の 基準 で、誤 りの評価 に差 が出て くることである。 したが って、 コ ミュ
ニケー シ ョンを重視 す る授業 で 日本語教 師は学習 目標及 び目的(そ し℃、予想 され るコ ミュニ
ケー シ ョンの相手)に よ って、誤 りの重要度 を判定 しそれ に則 した評価(訂 正)を す ることが
要求 され る。
今後 の研究課題 は次 の とお りである。第1に 、本研究 で用 い られた誤 りの材料 は文章 であ っ
たが、次 には会話 での語彙 ・文法 の誤 りで、 そ して音声上 の誤 りも含 めて、音声 を聞 かせ て評
価 させ る タイ プの研究 が必要 である。第2に 、本研究で は3つ の評 価基 準 の間 に はそれ ぞれ か
な りの相関 があ り、 また、 自然度 ・不快度 ・理解度の順 で厳 しく評価 されてい ることがわか っ
た。 しか しこの結果 は、文章 を用 いて の結果であ って、 それを上 に述べ た会話 や音声 につ いて
の研究 に も一般化 で きるか どうかははっき りしていない。 こうした研究で は、3っ の基準 の間
の関係 が、本研究 と違 った ものになるか もしれな い し、 この基準 そゆ ものが別 の ものになるか
もしれ ないのである。第3に 、本研究での誤 りの評価 は、 コ ミュニケーシ ョンの受 け手を 中心
に した ものであ ったが、今後 は送 り手 に目を向 けた研究が必要 になるといえ る。同 じ誤 りであ っ
て も、 それが どんな送 り手 によ って犯 され たかで、不快度 と自然度 につ いて の評定 に違 った影
響 が出て くる と考 え られ る。 たとえば、送 り手 の社会 的役割(留 学生、 ビジネスマ ン、 労働者
な ど)に よって、 日本語母語話者の社会的受容度 に は差 があると予想 され る。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、全体 が12章 で構成 されている。
第1章 序論 で は、学習 目標 が完全 な正確 さであれば、 すべての誤用 は同一の重みをもっが、
コ ミュニカテ ィブな成功 が学習 目標 であれ ば、誤用の種類 によ って受 け手 に与え る誤用 の重 み
に差が 出る と論 じ、 この研究 では、学習 目標が後者 であ ることを前提 とす ると宣言す る。
その前提 に立 って 日本語 教育 研究 の現 状 をみ ると、 誤用研 究 の中 で誤用 の重要 度(error
gravity)に 関す る研究 は、不十分 であ り、な され るべ くして放置 されて いる研究分 野 で あ る。
また、わずか に存在す る研究 も小人数の大学生 と日本語教師 を対 象 と した ものに限 られ、学 習
者 が将来遭遇す る様 々な属性 の 日本語母 語話者 を対象 とした研究 はな いと論 じた。
第2章 誤 りの評価 に関す る研究の現状 と本研究 の目的で は、 誤用 に関す る先行研 究 につ い
て、誤 用の領 域(語 彙、形 態論、文法等)、 誤用の評 価基準(理 解度、不快度、 自然度)、 評 価
者(学 習者の 目標言語話者)の 要因 に関す るものを中心 に概観 した。.また、 日本語教育 にお け
る誤 用分 析 と誤用評価 の関係 につ いて も述べ、本研究 の位置づ けを した後、誤 用の相対 的重 要
度 を評価者 の属性 との関係 で捉 え ることを 目的 とす ることを述 べて いる。
第3章 韓 国人 日本語学 習者の誤 りについての調査で は、本研究 で評価 の対象 とす る、韓 国
人 日本語学 習者の翻訳上 の誤 用の領域、原 因、頻度等 を学習 レベル との関連 で考 察 して い る。
学習者 の誤用 の領域 は、1.語 彙論 的誤用、2.形 態論的誤用、3.統 語 ・意 味論 的誤用 に分
類 で きる。原 因 は、1.韓 国語 か らの干渉 による誤用 と2,韓 国語 か らの干渉以外 の誤用 に二
分 され る。学 習 レベル との関連 か ら誤用 の頻度 にっ いて概観 す ると、確 かに大学2年 生 よ りは
'3年 生 の
、3年 生 よりは4年 生 の誤用 の頻度 は少 な くなるが、領域別 にみて も、原因別 に見 て
も、大差 は見 られない。 これ は、韓国人 日本語教 師が誤用分析 につ いて真剣 に考 えず に教 えて
いる結果 ではないか と推測 している。
第4章 本研究 の方法 では、可能 な限 り異 なる属 性の 日本語話 者691名 を評価 者 と し、 評価
対 象 と した文章 は、韓国人 日本語学習者274名 が韓 国語 を 日本語 に翻 訳 した際 に最 も頻 度 の高
か った誤用84個 を含 む もの とした。内容 は、韓 国のキ ムチに関 する もので、長 さは、2,051字76
文か らなる ものだ った。依頼 は、本研究者が直接、 あ るい は郵送 で行 った。誤用 の評価 は、理
解 度、不 快度、 自然度 の3っ の観点か ら、5段 階尺度 で評定 し、誤用 の訂正 も依頼 した ことが
述べて ある。
第5章 誤 りの全体的評価 では、84個 の誤 用に対 す る評価 では、① ほ とん どの場合評定 値 を
4つ 以上 用 いて お り、誤用 の重要度 には差があ る。 また、84個 の全ての誤 用 に対 す る評 価 は、
自然度、不快度、理解度 の順で厳 しく、 日本語母語話者 は、か な り不 自然、やや不快、やや理
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解 が困難 である と感 じている。評定の3つ の基準 間の相 関はいずれ も高 く、理解度 の低 い誤 用
ほど不快 に、不快度 の高 い誤用 ほど不 自然 に、理解度 の低 い誤用 ほど不 自然 に感 じられ るとい
う関係 にある こと等が確認 され た。②誤 用の原 因別 では、韓国語 の干渉 による誤用が重大 だ と
評価 され た。干渉 による誤用 は、 日本人 には見慣 れない構造 を して いる ことがそ の原因であ る
と推測 される。領域別で は、 いずれの基 準か らも語彙 ・形態論 的誤用 が統語 ・意味論的誤 用 よ
りも重大で あると評価 された。③誤用 と日本語母語話者 の属性 の関係 をみると、韓国 ・韓国語
への関心がな い者 は、理解 に困難 を感 じ、女性、高学歴者、外国人接触度 の高 い者 が不快 に感
じ、女性、高学歴者、外国人接触度 の高 い者、韓国 ・韓国語へ の関心が高 い者が不 自然 と感 じ
るとい う結果 が示 された。
第6章 誤 りの原 因別 の評価、第7章 誤 りの領域別の評 価、 第8章 誤 りの訂正 の分析 、
第9章 性別 ・年 齢別 によ る誤 りの評価 一誤 りの49種 類の分析 一、第10章 社会 的要 因別 の誤
りの評価、第11章 韓国文化 の理解度 による誤 りの評価の各章 で は、第5章 で得 られた大 まか
な知見 をよ り詳細 に分析 した もので、 いず れ も第5章 の結果 を支持 す る結果 とな った とす る。
第12章 結論 で は、本研究 の結果 を要約 し、その結果の考察、 日本語教育 への応用、 お よび
研究 の今後 の展 開にっ いて述べ ている。 日本語教 育への応用 にっ いての5っ の提言 は、第1に 、
3つ の評価基準 は、高 い相関関係 を示 し、不 自然な 日本語 は、理解 が困難で、不快感 を与 える
とい う関係 が明 らかにな った。っ ま り、 自然 な日本語 を教育 す ることが最 も重要 な課題で ある
と提言 した。第2に 、語彙 ・形態論上 の誤用が統語 ・意 味論上 の誤用 よ りも厳 しい評価 を受 け
る こと、 また、干渉 による誤用が それ以外の誤用 よ りも厳 しく評価 され ることが明 らか にな っ
た。 この ことか ら一時下火 にな った対 照研究、特 に語彙 レベルの対照研究を推進 し、 日本語教
師 にその情報 を提供す る必要性が高 いと提言 した。第3に 、 日本人 の訂 正 が一 枚岩 で は な く、
数種類 にのぼ る。 その原因の1っ は、誤 用の解釈 に複数 の ものが あることであ る。学習者 の誤
用 を訂正 す るとき学習者 に真意を確かめ ることが重要 であると提言 した。第4に 、 日本語母 語
話者 の要因が誤用 の評価 に影響を与 え ることが明 らかにな ったことか ら、学 習者 が将来 どの よ
うな属性の 日本人 とコ ミュニケーシ ョンす る機会が主 となるかを考慮 して シラバスを決定 す る
必要 が あることを提言 した。第5に 、学 習期 間 と誤用 の頻度 にっ いて、期 間の長 さが誤用 の頻
度を減少 させ る傾向 にな いことが明 らか にな った。提言 の第2で 述べたよ うに、干渉 によ る誤
り、 しか も語彙の誤 りを重点的に訂正 す る努力が必要で あると提言 した。
目標言語 母語話者 が学 習者の誤用 を どう受 け止 めるか につ いての大規模 な調査研究 は、 日本
語教育 の分 野 に限 らず、 これ まで ほぼ皆無 の状態で あ った。 外国人教 師は もちろん、 日本人 日
本語教 師であ って も、 どの誤用 に対す る指導 を優先 させ るへ きかにっ いて は、経験的判断以外
に依 るべ き根拠 を持 たなか った。提 出者 が84個 の誤用 につ いて691名 の評 価者 を動 員 して行 っ
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た大規模 かっ画期 的本調査研究 は、今後 の日本語 指導、誤用研究、評価研 究 に寄与 す るところ
大で ある。
よ って、本論文の提出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分 な資格 を有 す るもの と
認 め られ る。
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